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 米大リーグ、ドジャースの大谷翔平選手の通訳が違法なスポーツ賭博の発覚で解雇され

た。大谷選手も巻き込んだ衝撃的ニュースを複雑にするのは、米国のスポーツと賭博の緊密

な関係である。 

 昨年 4月 3日、レッドソックスの吉田正尚選手が大リーグ初本塁打を放った。打球は本拠

地フェンウェイ・パークの「ベットＭＧＭ」と書かれた左翼フェンスを越え、外野席の「ド

ラフト・キングス」の看板の左に落ちた。ともに 20州以上で合法な大手スポーツ賭博会社

である。 

 大リーグ機構（ＭＬＢ）は各球団がこれらの賭博会社をスポンサーとすることを認めるだ

けでなく、ベットＭＧＭとファンデュエルの２社とはリーグとして複数年契約を結び、映像

の優先的な使用などを認めている。つまりＭＬＢ公認の賭博会社があるのだ。 

 ドジャースが本拠を置くカリフォルニア州はスポーツ賭博を認めていない。だがインター

ネットの賭博サイトが「賭場」となっている現状で、州境に意味がないのは明らかだ。今

回、ＭＬＢが最も問題視しているのは（どの州でも）違法な賭博組織を通じて賭けが行われ

たことだろう。 

 スポーツ専門局ＥＳＰＮが 3月 20日の報道で指摘したのは、違法賭博のわなである。合

法賭博は実際に金銭を支払わないと賭けができない。それに対して違法な賭博組織は後払い

を認める。 

 合法賭博では、第三者から金を借りることはあっても、賭博会社に借金することはない。

対して違法な賭博の場合は、負けが続けば胴元に借金をする羽目になる。大谷選手という〝

担保〟がある専属通訳なら、それが簡単に億単位まで膨れ上がるわけである。巨額の借金が

不正の土壌となる可能性があることは容易に想像できる。 

 賭博が不正につながる危険を承知していても、欧米の人気リーグはもはや賭博と縁を切る

ことができない。財源としてだけでなく、競技の公正を保つためにも賭博会社の助けを借り

ているからである。 

 ＭＬＢと契約し、いわゆる八百長の監視をするＵＳインテグリティは、賭けの公正さを保

つために賭博業界が創設に関わった会社である。ＭＬＢ以外にもプロフットボールのＮＦＬ

など米四大プロリーグの全てと契約している。 

 プレーが不正かの判断は極めて困難である。しかし賭け金の不審な移動は、監視システム

さえ構築すれば、容易に追跡できる。しかも試合中の敗退行為だけでない多様な不正に対応

が可能だ。 

 ＥＳＰＮは 2022年 8月の放送でＵＳインテグリティを特集し、21年のコロナ禍での不正

について報じている。大学フットボールで試合前夜から１チームに賭け金が集中。調査をす
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ると、相手チームの複数の主力選手がコロナ感染で出場停止だったという。情報を漏らした

用具係が後日解雇された。 

 賭け金追跡のためには賭博会社のシステムに頼るしかない。賭博の存在ゆえ不正がはびこ

るのだが、賭博会社の助けなしには不正の摘発ができない。そのジレンマの末に行き着いた

のが、合法な賭博会社に特典を与える一方で、違法な組織を徹底的に排除するやり方であ

る。今回のケースで追及されている理由は賭博への禁忌でなく、管理外での賭博行為なので

ある。 
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